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事業報告書 

１ 事 業 名 伝承文化「泉州信太山盆踊り」保存・普及・交流事業 

２ 申請コース 

（１）公益活動支援コース 

□チャレンジコース    □ステップアップコース 

（２）地域活性化コース 

□地域活性化コース 

３ 事業内容 

① 事業概要（問題点、課題を解決するためにどの様な事業を実施したか記入してください。） 

地域（富秋中学校区）は、少子高齢化が進み、若年層の流出や新たな住民の流入

などにより、地域全体のつながりや絆・支え合いの希薄化が進んでいます。また、

市営住宅の建て替えや施設のあり方など新たなまちづくりも地域で議論されてお

り、地域の伝承文化の継承と地域住民の絆づくりとして信太山盆踊りもまちづくり

とひとづくりの一端を担っていければと考えて事業を展開しました。 

○市民向け盆踊り講座の実施 

〇子ども向け盆踊り講座の実施 

○伝承文化の語り部活動 

○信太山盆踊りの支援（太鼓、三味線、音頭、囃子等）1日開催 

○小学校・保育園への出前講座 

 

② 実 施 期 間 （ 日

時） 

２０２３年４月～２０２４年３月 

③実施場所 和泉市内 

④主な対象者 
和泉市民、地域の高齢者～子ども 

⑤参加者数 参加者数（のべ１１１３人）  スタッフ数（１３人） 

⑥告知方法 
各種団体と連携した周知（ニュース等） 

各校園への周知 

４ 事業成果（※別紙添付可） 

①事業を実施したことによる目標達成状況及び得られた効果 

（事業計画書に記載した目標及び効果に対する成果（実績値等）を記載してください。） 

① 和泉市の伝承（伝統）文化であり、地域の方々が大切に脈々と伝えられてきた

泉州信太山盆踊りや講座等を通して地域住民や和泉市民にアピールすることが

できました。また、出会いと交流の場にすることができました。 

② 子どもたちや若年層に地域の伝承文化と人と人との繋がりの大切さや地域への

愛着と誇りを育むことができました。 

③ まちづくりの観点においても歴史と伝承文化を中心にした魅力あるまちづくり

の一環にすることができました。 

④ 信太山盆踊りの関わる方々の思いや誇りを語り継ぐことができました。 

⑤ 盆踊り講座をとおして世代間交流や地域の強みや地域共生社会の重要性等の共

有を図ることができました。 

様式第１３号（第１８条関係） 



 

②参加者の声 

（事業実施前） 

○子どもたちや青年層に盆踊りの素晴らしさを伝えてほしい。 

○ここ数年間は新型コロナの影響でイベント等が中止や縮小されてきたので盛大な

信太山盆踊りの開催を期待する。 

○信太山盆踊りの素晴らしさを和泉市民に伝えていきたい。 

○信太山盆踊りの歴史や地域の方々の思いや魅力を聞きたい。 

○踊り方と太鼓を子どもと共にマスターしたい。 
 

（事業実施後） 

○今年は台風の影響で盆踊りが 1 日開催になって残念でした。 

○台風の中、１日だったが盆踊りが開催されてよかった。 

○地域の方々が大事に脈々と盆踊りを伝えてることや地域の方々の生活と一体とな

っていると感じた。 

○講師の方々丁寧に教えていただいた。また、参加者間の交流が深まった。 

○信太山盆踊りの踊りと音頭は和泉市が誇れる財産だと思う。 

○和泉市をはじめ全国に信太山盆踊りを発信し、知ってもらいたい。 

○高齢化等で盆踊りを継承していく方々少なくなってきた。今こそ若い世代に伝え

ていかなければならないと思った。 
 

③反省点（事業実施にあたり、直面した課題や問題点等について記載してください。） 

○和泉市民に広く講座や盆踊り開催を宣伝できなかった。 

○新型コロナ感染症やインフルエンザの流行等で高齢者の活動自粛などがあり、多

世代の繋がりある活動が難しかった。 

○子どもたちの参加は徐々に増えてきたが青年層の参加が少なかった。 

〇若手（青年層）の指導者育成にうまく取り組めなかった。 

 

５ 今後の活動について 

今後の目標・事業展開について記載してください。 

①盆踊りの継承ということだけでなく、地域コミュニティの構築・活性化、異年

齢交流の場としていきます。 

②富秋中学校区で議論されている「まちづくり」に地域の伝承文化「泉州信太山

盆踊り」も柱の一つに位置づけ、魅力ある、誇りに思える『まち』にしていく

ために取り組んでいきます。 

③地域の方々の盆踊りへの思いや生活、文化なども受け継ぎながら信太山盆踊り

を通じて、地域の語り部活動として取り組んでいきます。 

④若い世代に信太山盆踊りのすばらしさを伝え、若手指導者や後継者の育成に取

り組んでいきます 

⑤信太山盆踊りをより和泉市民に知っていただき、「誇れる和泉」の一端を担え

るようにも取り組んでいきます。 

 

（添付書類）事業内容のわかる写真４～５枚（写真は返却しません。） 

※この内容は、和泉市のホームページ等で公表します。 





 

 

収 支 決 算 書 
 

事業の名称：伝承文化「泉州信太山盆踊り」保存・普及・交流事業                             

 

１．【収 入】                        （単位：円） 

項 目 金 額 積算根拠等 

支援金 ２９４，０００ 和泉市市民活動推進支援金 

   

事業収入   

   

   

自主財源 ２９４，８４１ 団体会計 

   

   

合 計 ５８８，８４１  

 

２．【支 出】                        （単位：円） 

費 目 金 額 積算根拠等（数量、単価等） 

報償費 ５４０，０００ 講師謝礼費 10,000 円×54 人 

消耗品費 ２０，７６１ 三味線糸・太鼓バチ等・用紙・インクト

ナー等 

使用料及び賃借料 ２８，０８０ 会場借り上げ料 

   

   

合 計 ５８８，８４１  

対象経費 ５８８，８４１  

※費目は、別表（第１０条関係）に記載されているとおりに記載してください。 

 

（添付書類） 

・ 事業の経費に係る領収書等 

・ 作成したチラシやポスター等の啓発物 

・ 備品費（対象経費）において購入した備品の写真 

・ その他市長が必要と認める書類 

 
 

※この内容は、和泉市のホームページ等で公表します。
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予算決算比較表

支出の部

費　　目
①事業費総額
予算書

②事業費総額
決算書

②－① 増減の理由

報償費 450,000 540,000 90,000 講座回数が増えたため。

消耗品費 162,000 20,761 -141,239 経費削減に努めたため。

食糧費 38,000 0 -38,000 念のため計上していたが支出しなかった。

使用料及び賃借料 50,000 28,080 -21,920 使用料が掛からない会場があったため。

対象経費 700,000 588,841 -111,159

対象外経費 0 0 0

合計 700,000 588,841 -111,159

団体名：泉州信太山盆踊り保存会














